
　

平
成
九
年
、
そ
の
映
像
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。「
ギ
ロ
チ
ン
」

と
呼
ば
れ
た
延
長
七
キ
ロ
に
及
ぶ
巨
大
な
鉄
扉
が
、
大
き
な
波

し
ぶ
き
と
と
も
に
、
諫
早
湾
に
次
々
と
落
と
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
は
、
湾
内
に
潮
受
け
堤
防
を
造
り
、

八
百
十
ｈ
ａ
の
農
地
を
造
成
し
、
調
整
池
を
作
る
な
ど
総
事
業

費
二
五
三
三
億
円
の
巨
大
事
業
で
あ
っ
た
。
す
で
に
干
拓
地
で

は
四
一
の
法
人
・
個
人
が
営
農
に
取
り
組
み
、
タ
マ
ネ
ギ
・
レ

タ
ス
等
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

　

十
二
月
六
日
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
四
県
の
漁
業
者

百
名
が
国
に
対
し
、
潮
受
け
堤
防
の
排
水
門
の
開
門
等
を
求
め

た
控
訴
審
判
決
が
、
福
岡
高
裁
で
言
い
渡
さ
れ
た
。

　

古
賀
寛
裁
判
長
は
、「
堤
防
締
め
切
り
で
、
潮
流
な
ど
に
変

化
が
生
じ
、
漁
業
被
害
が
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
」
と
指
摘
し
、

「
一
定
の
期
限
付
き
で
開
門
を
認
め
る
の
が
相
当
」
と
し
た
。

そ
し
て
判
決
確
定
か
ら
三
年
の
猶
予
を
与
え
、
五
年
間
の
常
時

開
門
を
国
に
命
じ
た
佐
賀
地
裁
判
決
を
支
持
し
、
国
側
の
控
訴

を
棄
却
し
た
。

　

今
回
の
判
決
で
は
、
地
元
の
漁
業
者
と
農
業
者
が
大
き
く
明

暗
を
分
け
た
。「
永
年
の
取
り
組
み
が
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
た
」

と
原
告
漁
業
者
は
拍
手
と
歓
声
で
喜
ん
だ
。
他
方
、
干
拓
地
の

農
業
者
は
「
防
災
も
営
農
も
よ
う
や
く
効
果
が
出
て
き
た
時
期

な
の
に
」
と
絶
句
。

　

県
知
事
も
大
き
く
対
応
が
分
か
れ
た
。

「
漁
業
者
の
思
い
が
再
び
裁
判
所
に
届
い
た
判
決
。
判
決
に
沿
っ

た
対
応
を
期
待
す
る
。」（
古
川
康
佐
賀
県
知
事
）

「
到
底
納
得
で
き
な
い
。
時
期
を
逸
せ
ず
国
に
上
告
を
求
め
た

い
。」（
中
村
法
道
長
崎
県
知
事
）

　

こ
れ
ま
で
、
野
党
時
代
の
菅
首
相
は
諫
早
干
拓
事
業
に
つ
い

て
、「
無
駄
な
公
共
事
業
」
の
象
徴
と
し
、
何
度
も
現
地
に
出

向
き
、
自
民
党
政
権
批
判
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
今
回
の
判
決

を
受
け
、
農
林
水
産
省
は
一
年
以
上
の
「
長
期
開
門
調
査
」
実

施
の
方
針
を
固
め
、
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
実
施
す
る
と
い
う
。

　

今
回
の
判
決
の
重
み
を
十
分
に
受
け
止
め
、
冷
静
な
対
応
を

望
み
た
い
。

せ
せ
ら
ぎ
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
阻
止
！

３
、０
０
０
人
全
国
集
会

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
や
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
な
ど
14
団
体
は
、
11
月
10
日
東

京
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に
反
対
す
る
緊
急
全
国
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
、
生
産
者
代
表
・
Ｊ
Ａ
組
合
長
・
県
連
役
員
、
県

青
協
・
女
性
協
役
員
ら
52
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
主
催
者
代
表
と
し
て
挨
拶
に
立
っ

た
実
行
委
員
長
の
茂
木
守
Ｊ
Ａ
全
中
会
長
は
、

政
府
が
11
月
9
日
に
閣
議
決
定
し
た
経
済
連

携
の
基
本
方
針
（
後
掲
）
の
中
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
つ
い
て
“
関
係
国
と
協
議
を
開
始
す
る
”

と
し
た
方
針
に
対
し
、「
議
論
を
尽
く
さ
ず
に
、

早
急
で
乱
暴
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
誠
に

遺
憾
で
あ
り
、
絶
対
に
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
国
民
各
層
と
連
携
し
、
断
固
反
対
を

貫
く
。」
と
、厳
し
い
口
調
で
表
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
情
勢
報
告
を
行
っ
た
冨
士
重
夫
Ｊ

Ａ
全
中
専
務
は
、「
食
料
安
全
保
障
や
農
業
の

多
面
的
機
能
と
い
っ
た
環
境
問
題
を
、
こ
れ

以
上
海
外
に
委
ね
て
い
い
の
か
。
食
料
自
給

率
50
％
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
両
立
は
不
可
能
で
あ
る
。

政
府
が
交
渉
参
加
の
判
断
を
す
る
今
後
が
正

念
場
だ
。」
と
、
国
民
運
動
の
結
集
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
団
体
の
代
表
４
氏
が
決
意
表
明

を
行
う
と
と
も
に
、
出
席
し
た
国
会
議
員

１
４
０
名
の
各
政
党
代
表
ら
か
ら
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
に
反
対
す
る
意
見
が
上
が
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
特
別
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択

し
、
頑
張
ろ
う
三
唱
で
団
結
を
誓
っ
た
後
に
、

安
全
・
安
心
な
食
と
農
と
地
域
経
済
を
守
る

た
め
に
中
央
官
庁
街
を
デ
モ
行
進
し
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
反
対
を
広
く
国
民
に
訴
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関

し
て
以
下
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
、政
府
の
交
渉
経
緯
や
農
業
政
策
を
注
視
し
、

適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
政
党
・
国
会
議
員
・
行
政
へ
の
働
き
か
け
】

・
県
内
各
政
党
へ
の
要
請
（
10
／
25
）

・
県
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請
集
会
（
10
／

16
、
10
／
23
、
11
／
9
）

・
全
国
会
議
員
へ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
打
電

・
県
・
市
町
村
議
会
へ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
意
見

書
提
出
依
頼

【
県
民
・
消
費
者
へ
の
理
解
促
進
運
動
】

・
熊
日
新
聞
へ
の
意
見
広
告
（
11
／
3
・
9
）

・
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
等
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

・
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
ノ
ボ
リ
の
作
成
・

配
布

・
農
業
フ
ェ
ア
等
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
街
頭

で
の
チ
ラ
シ
配
布
・
反
対
署
名
の
実
施

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
阻
止
全
国
集
会
・
デ
モ
へ
の

参
加
（
11
／
10
）

・
九
州
地
区
Ｊ
Ａ
青
年
部
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対

集
会
・
デ
モ
へ
の
参
加
（
11
／
26
、
熊
本
）

【
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
へ
の
周
知
運
動
】

・
農
業
新
聞
作
成
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
配
布

・
各
Ｊ
Ａ
広
報
誌
へ
の
掲
載
依
頼

・「
み
ど
り
の
風
」「
Ｊ
Ａ
く
ま
も
と
」
へ
の

掲
載

・
Ｊ
Ａ
役
職
員
・
青
壮
年
部
・
女
性
部
等
へ

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
学
習
会

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交

渉
参
加
阻
止
の
緊
急
全
国
集
会
に
併
せ
、
前

日
の
11
月
9
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

県
選
出
の
全
国
会
議
員
へ
の
要
請
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
Ｊ
Ａ
中
央
会
園
田
俊
宏
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
反
対
要

請
を
行
っ
た
う
え
で
、
各
議
員
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
対
す
る
考
え
方
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

出
席
し
た
生
産
者
代
表
や
Ｊ
Ａ
組
合
長
と
の

意
見
交
換
の
中
で
、
県
青
協
役
員
か
ら
も
意

見
・
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
新
成
長
戦
略
を
実
現
す
る
観
点

か
ら
、
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
基
本

方
針
を
11
月
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
で
表
明

し
、
そ
の
中
で
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
表
明
検
討
な
ど
、
そ
の

動
き
を
加
速
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

わ
が
国
が
、
関
税
撤
廃
の
例
外
措
置
を
認

め
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
す
れ
ば
、
結
果

と
し
て
、
農
林
水
産
業
の
崩
壊
を
招
き
、
関

連
産
業
を
含
む
地
域
経
済
が
大
打
撃
を
被
る

県
選
出
国
会
議
員
へ
要
請
！

◎
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
要
請

―
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
―

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
対
応

▲集会に参加した本県の生産者代表

▲中央官庁街をデモ行進
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こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
全
国
有
数
の
食
料
供

給
基
地
で
あ
る
本
県
に
お
い
て
も
、
農
業
生

産
額
の
大
幅
な
減
少
な
ど
地
域
経
済
に
与
え

る
影
響
は
甚
大
な
も
の
と
な
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
単
に
物
品
の
関
税
撤
廃

に
と
ど
ま
ら
ず
、
金
融
、
保
険
、
医
療
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
す
る
仕
組
み
の
変
更
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
の
安
全
保
障

問
題
を
含
め
、「
国
の
か
た
ち
」
が
一
変
し
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
国
の
在
り
方
に
か
か
わ
る
重
要

な
問
題
を
内
包
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
民
の
合
意
を
得
る
議
論
も
せ
ず
、
決
定
を

下
す
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
こ
れ
で

は
、
国
民
の
圧
倒
的
多
数
が
望
む
安
全
で
安

心
な
食
料
の
安
定
供
給
を
は
じ
め
、
食
料
自

給
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
か
か
る
危
機
的
な
状
況
を
踏
ま

え
、
下
記
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
政
府
に
働

き
か
け
る
よ
う
要
請
す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
の
意
見
書
、
相
次
ぎ
可
決

　
　
　
　
　
　

記

⑴
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
交
渉
参
加
国
の
相
互
発
展
と

繁
栄
を
本
来
の
目
的
と
す
べ
き
で
あ
り
、

わ
が
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
し
て
も
、

こ
の
目
的
は
達
成
で
き
な
い
。

　
　

し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
食
料
安
全
保

障
と
両
立
で
き
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参

加
は
断
じ
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参

加
検
討
は
撤
回
す
る
こ
と
。

⑵
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
基
本
方
針
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
家
戦
略
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
で
定
め
る
、

食
の
安
全
・
安
定
供
給
、
食
料
自
給
率
の

向
上
、
国
内
農
業
・
農
村
の
振
興
を
損
な

う
こ
と
が
な
い
よ
う
な
内
容
と
す
る
こ
と
。

①
日
本
の
輸
出
産
業
の
た
め
に
自
由
貿
易
を

進
め
た
い
気
持
ち
は
わ
か
る
が
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
・

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
飛
び
越
え
て
唐
突
な
表
明
で
あ

り
、
農
業
や
地
方
を
犠
牲
に
す
る
の
は
絶

対
に
反
対
で
あ
る
。
も
し
も
例
外
な
き
自

由
化
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
政
府
に
手
厚

い
日
本
農
業
へ
の
保
護
を
要
請
す
る
。

②
日
本
は
国
土
面
積
が
狭
い
が
ゆ
え
に
、
割

高
な
農
産
物
を
作
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
表
明
し
て
い

る
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
、

１
０
０
倍
、
１
、５
０
０
倍
の
広
大
な
面
積

で
作
る
農
産
物
と
で
は
競
争
に
な
ら
な
い
。

ま
た
、
工
業
製
品
と
農
産
物
を
見
る
視
点

は
別
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

③
民
主
党
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
食
料
自
給

率
を
50
％
ま
で
に
引
き
上
げ
る
と
言
っ
て

い
る
中
で
、
降
っ
て
わ
い
た
よ
う
に
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
話
が
突
然
出
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
農

家
は
ギ
リ
ギ
リ
の
コ
ス
ト
削
減
等
、
経
営

努
力
を
や
っ
て
お
り
、日
本
の
首
相
に
「
農

家
は
首
を
く
く
れ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の

も
一
緒
で
あ
る
。

④
日
本
の
食
文
化
で
あ
る
米
を
守
ら
な
け
れ

ば
、
農
家
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
機
械
化

や
集
落
営
農
が
進
ん
で
い
る
が
、
生
産
者

の
負
担
は
米
価
の
下
落
で
採
算
が
合
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
価
格
保
証
や

所
得
補
償
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
農
業

が
独
自
で
経
営
で
き
る
よ
う
な
自
立
型
の

支
援
と
流
通
改
革
を
求
め
る
。

　

熊
本
県
議
会
は
11
月
2
日
、
他
県
に
先
駆

け
臨
時
議
会
を
開
き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
拙
速
な

参
加
に
反
対
す
る
意
見
書
を
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
県
内
の
45
市
町
村
議
会
は
11
月
9

日
の
宇
土
市
を
皮
切
り
に
、
30
市
町
村
（
12

月
８
日
現
在
）
で
可
決
し
て
お
り
、
残
り
の

市
町
村
も
年
内
に
は
す
べ
て
可
決
の
見
通
し

で
す
。

●
主
要
貿
易
国
間
に
お
け
る
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）、経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
で
、

日
本
の
取
り
組
み
は
遅
れ
て
い
る
。
市
場

と
し
て
成
長
が
期
待
で
き
る
ア
ジ
ア
諸
国

等
と
の
経
済
関
係
の
深
化
が
必
要
で
あ
り
、

国
を
開
く
決
意
で
経
済
連
携
を
進
め
る
。

●
と
り
わ
け
農
業
分
野
は
、
将
来
に
向
け
て

そ
の
持
続
的
な
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況

に
あ
る
た
め
、
競
争
力
向
上
や
海
外
で
の

需
要
拡
大
な
ど
、
潜
在
力
を
引
き
出
す
大

胆
な
政
策
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
。

●
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
広
域
経
済
連
携
に
つ
い
て
は
、

重
要
品
目
に
配
慮
し
つ
つ
、
す
べ
て
の
品

目
を
自
由
化
交
渉
対
象
と
し
、
高
水
準
の

経
済
連
携
を
目
指
す
。

●
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に

つ
い
て
は
、
情
報
収
集
を
進
め
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
国
内
の
環
境

整
備
を
早
急
に
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係

国
と
の
協
議
を
開
始
す
る
。

●
首
相
を
議
長
と
す
る
「
食
と
農
林
漁
業
の

再
生
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
２
０
１
１

年
6
月
を
め
ど
に
基
本
方
針
を
決
定
す
る
。

さ
ら
に
、
国
内
対
策
に
要
す
る
財
源
措
置

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な
視

点
を
踏
ま
え
た
行
動
計
画
に
つ
い
て
、
同

年
10
月
を
め
ど
に
策
定
し
、
早
急
に
実
施

に
移
す
。

●
関
税
措
置
等
の
国
境
措
置
の
在
り
方
を
見

直
し
、
適
切
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
安

定
的
な
財
源
を
確
保
し
、
段
階
的
に
財
政

措
置
に
変
更
す
る
。

◎
県
青
協
の
意
見
・
要
望
（
集
約
）

経
済
連
携
に
関
す
る
基
本
方
針
（
抜
粋
）

▲各政党へのＴＰＰ反対要請

▲意見表明する西冨委員長
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鹿本総支部活動報告
平成２２年参議院選挙対応

農政学習会

管内一斉清掃活動

1日農業新聞大会

　７月の参議院選挙では、６月９日の総支部委
員会で自民党候補への「支持」を決定しました。

　毎年２～３回の農政学集会を開催していま
す。本年度は、鹿央支部で７月２９日に支部新
旧役員・支所運営委員合同農政学集会を行いま
した。
　ＪＡ熊本中央会農政広報部  森田部長を講師
に迎え、「今後の農政・民主党農政・自民党農政」
及び「政府規制・制度改革でのＪＡにおける問
題点」などについて学習しました。

　８月９日から１３日にかけて、　各支部単位
（6支部）で「地域への貢献を目的に」管内一斉
清掃活動を展開しました。
　各地区の役職員全員約４５０名が参加し、管
内の主要道路での空き缶拾いや除草作業を行
いました。

　８月１３日午後１時３０分より、ＪＡ鹿本会
館にて「１日農業新聞大会」を開催しました。
　平成２２年度農業新聞普及要領・普及計画を
採択後、農業新聞九州支所長緒方大造氏を講師
に迎え「参議院選後の政局展望と農政問題」に
ついて学習しました。
　大会には、ＪＡ役職員・生産部会役員・青年
部・女性部など約１２０名が参加し、各支部で
購読数の目標達成に向けて、推進活動を展開し
ました。 ▲講演する緒方九州支所長

▲農政学習会の様子

▲
清
掃
活
動
の
様
子
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熊
本
市
明
徳
町
に
あ
る
ハ
ウ
ス
で
ナ
ス
を
収
穫

中
の
、Ｊ
Ａ
熊
本
市
園
芸
部
会
長
の
今
井
厚
雄
さ
ん

（
57
歳
）を
取
材
し
ま
し
た
。

　

今
井
さ
ん
は
山
鹿
市
菊
鹿
町
に
生
ま
れ
、鹿
本
農

高
を
昭
和
47
年
に
卒
業
後
、旧
菊
鹿
町
農
協
で
5
年

間
営
農
指
導
に
携
わ
り
ま
し
た
。元
々
農
業
を
や
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
今
井
さ
ん
は
、知
人
の
紹
介
で

今
井
家
の
婿
養
子
と
な
り
、Ｊ
Ａ
を
退
職
し
53
年
1

月
か
ら
就
農
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、無
加
温
の
ハ
ウ
ス
で
、春
先
か
ら
7
月

上
旬
ま
で
ス
イ
カ
１
４
０
ａ
と
ニ
ガ
ウ
リ
17
ａ
を
、

そ
れ
以
降
に
キ
ュ
ウ
リ
27
ａ
と
ナ
ス
17
ａ
を
栽
培
。

そ
れ
に
水
田
50
ａ
を
、奥
さ
ん
と
息
子
さ
ん
の
3
人

で
経
営
し
て
い
ま
す
。

■
農
業
は
自
然
と
の
闘
い

　

収
穫
の
喜
び
は
何
に
も
代
え
難
い
と
言
う
今
井

さ
ん
で
す
が
、「
59
年
1
月
の
大
雪
で
、そ
の
前
年
に

立
て
た
18
ａ
の
連
棟
ハ
ウ
ス
が
全
滅
し
ま
し
た
。幸

い
農
業
共
済
に
加
入
し
て
い
た
の
で
救
わ
れ
ま
し

た
が
、現
状
復
帰
に
1
年
か
か
り
ま
し
た
。」ま
た
、

野
菜
は
色
ん
な
病
気
と
の
闘
い
で
も
あ
り
ま
す
。

「
今
は
、退
緑
黄
化
病
や
黄
化
え
そ
病
に
ま
い
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
、虫
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
病
気

で
、有
効
な
農
薬
が
な
く
防
虫
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
対

応
し
て
い
ま
す
。」と
の
こ
と
。

　

昭
和
60
年
代
の
バ
ブ
ル
期
ま
で
は
、年
収
も
年
々

上
向
き
で
し
た
が
、「
生
産
資
材
は
高
く
な
る
一
方

で
、い
ま
は
デ
フ
レ
の
影
響
な
の
か
、消
費
が
伸
び

ず
低
価
格
指
向
も
重
な
っ
て
単
価
が
安
く
、頭
が
痛

い
。今
後
は
、作
付
面
積
は
現
状
維
持
で
単
収
の
上

が
る
品
目
を
、息
子
と
も
ど
も
模
索
中
で
す
。」

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
絶
対
反
対
！

　

急
に
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
が
、「
絶
対
反
対
で
す
。も
し
締
結
さ
れ
た
ら

我
々
野
菜
農
家
も
壊
滅
し
て
し
ま
う
し
、自
然
環
境
も

崩
壊
す
る
。戸
別
所
得
補
償
も
い
ら
な
い
。仮
に
締
結

す
る
な
ら
、最
低
価
格
保
証
を
す
る
こ
と
が
条
件
だ
。」

と
、強
い
憤
り
の
気
持
ち
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
明
徳
町
に
園
芸
部
会
員
は
10
名
い
る
が
、

「
20
～
30
歳
代
の
後
継
者
が
い
る
の
は
我
が
家
を
入

れ
て
３
軒
だ
け
。耕
作
放
棄
地
も
増
え
て
い
る
の

で
、国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
“
環
境
保
全
隊
”を

結
成
し
、環
境
整
備
・
管
理
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。」

　

ま
た
、部
会
長
と
し
て
の
仕
事
は
多
忙
を
極
め
、

「
会
議
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
用
件
を
含
め
る
と
、年

間
１
０
０
回
は
出
か
け
ま
す
。」そ
ん
な
合
間
を

ぬ
っ
て
、「
年
5
～
6
回
や
る
ゴ
ル
フ
が
、唯
一
の
息

抜
き
で
す
。」

■
好
き
な
言
葉

天
知
る
、地
知
る
、我
知
る
、人
知
る

「
自
分
の
行
動
は
誰
も
知
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
て
も
、自
身
は
も
ち
ろ
ん
、天
地
の
神
々
も
周
り

の
人
々
も
み
ん
な
知
っ
て
い
る
。悪
い
こ
と
は
す
る

な
、と
い
う
戒
め
の
言
葉
」を
信
条
に
し
て
い
ま
す
。

■
「
き
く
ち
の
ま
ん
ま
合
志
店
」
新
装

開
店

　

直
売
所
「
き
く
ち
の
ま
ん
ま
合
志
店
」
は
、

11
月
1
日
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の

店
は
、
女
性
が
主
力
の
直
売
所
で
す
。
菊
池
女

性
部
の
出
荷
協
議
会
に
入
会
し
て
い
る
こ
と
が

出
荷
の
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
会

員
の
上
野
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

■
家
族
全
員
で
作
っ
て
い
ま
す

　

上
野
さ
ん
は
熊
本
市
旧
北
部
町
の
出
身
。
農

業
を
始
め
た
の
は
結
婚
し
て
か
ら
で
し
た
。

　

今
で
は
、
夫
婦
と
2
人
の
息
子
さ
ん
と
の
4

人
で
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

上
野
さ
ん
宅
で
は
、
米
30
ａ
、
セ
ロ
リ
20
ａ
、

ス
イ
カ
２
・
５
ha
、
キ
ュ
ウ
リ
20
ａ
を
栽
培
。

　

ス
イ
カ
は
春
に
、
キ
ュ
ウ
リ
、
セ
ロ
リ
は
秋

に
直
売
所
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。「
き
く
ち
の

ま
ん
ま
」
以
外
に
も
、ｙ
ｏ
ｕ
＋
ｙ
ｏ
ｕ
、
ユ
ー

パ
レ
ス
弁
天
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

■
直
売
所
担
当
は
天
職
で
す

　
「
直
売
所
が
で
き
る
ま
で
は
、
規
格
外
の
野

菜
は
近
所
、
知
人
に
配
る
か
処
分
す
る
し
か
な

か
っ
た
。
直
売
所
が
で
き
て
か
ら
は
、
そ
こ
に

出
荷
で
き
て
、
収
入
が
自
分
の
口
座
に
入
っ
て

く
る
の
で
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
に
な
り

ま
す
。」

　

直
売
所
が
無
か
っ
た
時
代
、
時
に
20
ｋ
ｇ
コ

ン
テ
ナ
３
、４
箱
分
を
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
で
は
、
生
野
菜
と
し
て
出
荷
す
る
ほ
か
、

漬
物
と
し
て
も
出
荷
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま

し
た
。

「
人
と
交
流
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
外
に
出
る

の
も
好
き
。
直
売
所
は
ま
さ
に
一
石
二
鳥
で
す
。

お
か
げ
で
友
人
が
増
え
ま
し
た
。」

　

お
客
さ
ん
と
の
接
点
も
増
え
、
直
接
注
文
が

来
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
誰
に
で
も
、『
か
よ
ち
ゃ
ん
』
と
呼
ば
れ
る
の

が
う
れ
し
い
。『
き
く
ち
の
ま
ん
ま
』
に
来
て

元
気
を
貰
っ
て
い
る
の
で
、
今
度
は
、
元
気
を

も
ら
っ
た
よ
、
と
言
っ
て
く
れ
る
人
が
出
て
く

る
様
に
努
力
し
た
い
で
す
。」

■
常
に
研
究
を
怠
ら
ず

　

価
格
は
「
市
場
よ
り
高
く
、
ス
ー
パ
ー
よ
り

安
く
」が
基
本
。ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
を
見
た
り
、

直
接
店
に
偵
察
に
い
っ
て
見
極
め
て
い
ま
す
。

「
売
れ
残
っ
た
時
は
『
何
で
売
れ
残
っ
た
ん
だ

ろ
う
？
』
と
い
つ
も
原
因
を
考
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
な
い

と
だ
め
で
す
ね
。
そ
れ
と
他
の
人
の
商
品
を
よ

く
見
る
こ
と
で
す
。」

■
こ
れ
か
ら
の
抱
負

　

上
野
さ
ん
は
、「
い
つ
も
何
か
を
栽
培
し
て
、

常
に
出
荷
し
た
い
。
こ
こ
『
き
く
ち
の
ま
ん
ま
』

に
来
た
ら
、
必
ず
欲
し
い
農
産
物
が
あ
る
、
と

い
う
状
況
を
つ
く
る
た
め
、
み
ん
な
で
努
力
し

た
い
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

ガンバッテいます

生産者　上野かよ子さん

今井　厚雄さん

ＪＡ菊池　農産物直売所「きくちのまんま　合志店」

ＪＡ熊本市　園芸部会長
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経
済
連
は
11
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の
５
日

間
、
菊
池
市
七
城
町
の
㈱
熊
本
畜
産
流
通
セ
ン

タ
ー
内
で
、
第
18
回
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
肉
畜
枝

肉
共
励
会
を
開
き
ま
し
た
。
熊
本
県
内
の
肉
畜

の
肥
育
技
術
の
向
上
と
、
肉
畜
生
産
農
家
の
経

営
安
定
が
ね
ら
い
。
肉
豚
部
門
で
は(

有)

七

城
Ｓ
Ｐ
Ｆ
フ
ァ
ー
ム
（
Ｊ
Ａ
菊
池
）、
肉
牛
部

門
で
は
城
迫
貫
一
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
）
が

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

共
励
会
に
は
、
県
内
Ｊ
Ａ
か
ら
肉
豚
１
１
２

頭
（
28
セ
ッ
ト
）、
肉
牛
１
２
０
頭
（
乳
用
種

13
頭
、
交
雑
種
30
頭
、
褐
毛
和
種
10
頭
、
黒
毛

和
種
67
頭
）
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
講
評

で
は
、
熊
本
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
の
高
野
敏

則
課
長
が
「
肉
豚
の
部
で
は
、
均
称
、
肉
付
き
、

脂
質
と
も
に
優
れ
た
も
の
が
多
く
、
非
常
に
高

い
レ
ベ
ル
の
出
品
で
あ
っ
た
。
特
に
、
く
ま
も

と
の
り
ん
ど
う
ポ
ー
ク
の
成
果
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
の
を
感
じ
ら
れ
た
。
肉
牛
の
部
で
は
、

特
に
黒
毛
和
牛
に
お
い
て
は
、
67
％
が
４
等
級

以
上
の
成
績
で
あ
り
、２
等
級
の
も
の
も
な
く
、

ば
ら
つ
き
が
な
か
っ
た
。
出
品
者
の
飼
養
管
理

の
向
上
が
、
今
回
の
成
績
に
つ
な
が
っ
た
も
の

だ
と
考
え
る
。」
と
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、

経
済
連
の
上
村
幸
男
会
長
は
「
産
地
と
し
て
も

苦
し
い
時
が
流
れ
て
い
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
中
で
の
我
々
の
覚
悟
が
問
わ
れ
て
い
る
。
消

費
者
視
点
を
元
に
し
な
が
ら
、
販
売
戦
略
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
挨
拶
。
皆
で

熊
本
牛
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
い
く
こ

と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

５
日
の
表
彰
式
の
後
に
開
か
れ
た
セ
リ
で

は
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
は
、
格
付
Ａ

５
等
級
、
枝
肉
重
量
４
５
８
・
３
㎏
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

ナ
ン
バ
ー
11
で
枝
肉
キ
ロ
単
価
７
、０
２
０
円

の
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
肉
牛
部

門
の
名
前
の
後
は
、
等
級
・
枝
肉
単
価
の
順
）

◇
肉
豚
部
門
▽
金
賞
＝(

有)

七
城
Ｓ
Ｐ
Ｆ

フ
ァ
ー
ム
（
Ｊ
Ａ
菊
池
）・(

有)

加
藤
養
豚
（
Ｊ

Ａ
菊
池
）

◇
肉
牛
部
門
▽
乳
用
種
の
部
・
金
賞
＝
坂
田
正

邦
（
Ｊ
Ａ
菊
池
）
Ｂ
―
３
・
１
、８
２
０
円
▽
交

雑
種
の
部
・
金
賞
＝
安
武
信
也
（
Ｊ
Ａ
菊
池
）

Ｂ
―
４
・
２
、８
３
０
円
▽
褐
毛
和
種
の
部
・
金

賞
＝
津
留
克
己
（
Ｊ
Ａ
た
ま
な
）
Ａ
―
４
・
３
、

２
７
０
円
▽
黒
毛
和
種
の
部
・
金
賞
＝
城
迫
貫

一
（
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
）
Ａ
―
５
・
７
、０
２
０
円

第
18
回
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
肉
畜
枝

肉
共
励
会

…
… 

Ｊ
Ａ
経
済
連 

…
…

▲枝肉共励会の様子

グランドチャンピ
オンに選ばれた城
迫貫一さん（左）
と ( 有 ) 七城ＳＰ
Ｆファームさん

　

九
州
沖
縄
地
区
農
協
青
年
組
織
連
絡
協
議

会
は
11
月
25
日
、
熊
本
市
で
行
わ
れ
た
同
協

議
会
主
催
の
Ｊ
Ａ
九
州
沖
縄
地
区
青
年
大
会

で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
関
す
る

特
別
決
議
を
、
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
青
年
部
員
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら

６
０
０
人
が
結
集
。
特
別
決
議
で
は
、「
政
府

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
す
れ
ば
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農

業
交
渉
に
お
け
る
、“
多
様
な
農
業
の
共
存
”

の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
は
無
に
帰
す
。我
々

生
産
者
の
想
い
を
裏
切
る
背
信
行
為
で
あ
る
。

我
々
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に
は
反
対
で

あ
り
、
絶
対
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

と
し
、
ま
た
「
も
う
一
度
国
民
が
“
日
本
の

あ
り
方
”
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
運
動
を

九
州
沖
縄
か
ら
展
開
し
、
日
本
の
食
を
守
る

国
民
運
動
に
発
展
さ
せ
て
い
く
」
と
決
意
を

鮮
明
に
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
前
川
信
男
委
員
長
は
、「
我
々
農

業
者
は
地
域
を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
食
料

を
生
産
す
る
責
任
が
あ
る
。
農
業
者
は
そ
の

想
い
を
再
確
認
し
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
も
、

そ
う
い
っ
た
我
々
の
想
い
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
26
日
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
緊
急
集

会
を
開
き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
断
固
阻
止
に
向
け

て
、
政
府
へ
の
怒
り
の
声
を
上
げ
る
と
と
も

に
、
食
や
農
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、

街
頭
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
反
対
特
別
決
議

～
Ｊ
Ａ
九
州
沖
縄
地
区
青
年
大
会
で
～

▲ JA九州沖縄地区青年大会でＴＰＰ参加阻止の街宣 (下通り）

…
… 

Ｊ
Ａ
中
央
会 

…
…

▲
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去
る
11
月
13
日
（
土
）、
ひ
と
よ
し
産
業

祭
が
開
催
さ
れ
た
人
吉
城
址
の
特
設
会
場

（
人
吉
市
麓
町
）
に
お
い
て
、
障
が
い
を
負

わ
れ
た
方
々
の
社
会
復
帰
応
援
お
よ
び
介
助

犬
の
育
成
・
普
及
支
援
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

『
Ｊ
Ａ
共
済
は
た
ら
く
ワ
ン
ワ
ン
ラ
ン
ド
！
』

が
、「
Ｊ
Ａ
く
ま
」
の
後
援
・
ご
協
力
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

介
助
犬
と
は
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
障

が
い
を
負
わ
れ
た
方
の
手
足
の
代
わ
り
と

な
っ
て
、
毎
日
の
生
活
を
お
手
伝
い
す
る
犬

の
こ
と
で
す
。
障
が
い
を
負
わ
れ
た
方
が
自

立
し
た
生
活
を
営
む
う
え
に
お
い
て
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

国
内
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
介
助
犬

を
必
要
と
す
る
人
は
全
国
で
約
一
万
五
千
人

と
い
わ
れ
て
い
る
中
、
実
働
し
て
い
る
介
助

犬
は
五
十
頭
（
平
成
22
年
11
月
１
日
現
在
）

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
り
、
そ
の
育
成
・
普

及
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
介
助
犬
を
主
人

公
と
し
た
Ｊ
Ａ
共
済
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
、
社
会
福
祉
法
人
・
日
本
介

助
犬
協
会
の
高
野
さ
ん
、
道
上
さ
ん
と
実
際

に
ミ
ド
ル
く
ん
（
介
助
犬
）
と
と
も
に
生
活

を
さ
れ
て
い
る
、
千
葉
県
在
住
の
西
澤
さ
ん

に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

知
っ
て
い
ま
す
か
？
介
助
犬

『
Ｊ
Ａ
共
済
は
た
ら
く
ワ
ン
ワ
ン

ラ
ン
ド
！
』

～
Ｊ
Ａ
く
ま　

ひ
と
よ
し
産
業
祭
で
開
催
～

…
… 

Ｊ
Ａ
共
済
連 

…
…

ま
し
た
。

　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ミ
ド
ル

く
ん
が
、
西
澤
さ
ん
の
落
と
し
た
ペ
ン
や
お

金
を
拾
っ
た
り
、
車
椅
子
を
引
っ
張
っ
て
手

助
け
を
行
う
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
介

助
を
実
演
し
ま
し
た
。
ミ
ド
ル
く
ん
の
賢
さ

に
対
し
、
観
客
の
方
々
、
特
に
こ
ど
も
た
ち

は
、
目
を
丸
く
し
、
感
心
の
声
を
上
げ
な
が

ら
拍
手
を
し
て
い
ま
し
た
。
実
演
後
は
介
助

犬
の
育
成
に
対
す
る
募
金
活
動
も
行
わ
れ
、

会
場
の
お
客
様
の
多
く
か
ら
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｊ
Ａ
共
済
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域

に
貢
献
す
る
活
動
を
、
県
下
Ｊ
Ａ
・
関
係
機

関
の
ご
協
力
の
も
と
取
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
、
さ
ら
な
る
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

▲西澤さんを介助するミドルくん

〈右上〉介助犬の読み聞かせ（介
助犬協会の高野さん・道
上さん）

〈右下〉募金活動に協力いただく
皆様

　子どもや親によい食を伝えるには、料理教
室がとても分かりやすくてよい手段。ただ、
料理の手順は教えられても、よい食と農業を
どう伝えたらいいか…悩んだらこの方法でど
うぞ！家庭でご家族と一緒に料理をする時も
役立ちますよ。
■農業現場の息づかいを伝えよう
　農業経験がない人や子どもたちは、生長し
て収穫された野菜は知っていても、葉っぱが
ついたままのナスやキュウリ、掘りたてのに
んじんやだいこん、熟して赤く色づいたピー
マンを見ることはあまりないでしょう。
　ふたまたのだいこんや、収穫を忘れた大き
なキュウリなど、スーパーでは目にすること
ができないユニークな野菜も、子どもたちの
目を引きます。どうしてそのような形になっ
たのか、まっすぐなものを育てる苦労につい
ても話してみましょう。
■農業現場と食卓をつなぐお土産を用意して
みよう
　せっかく料理教室に訪れてもらうのですか
ら、なにか自分たちらしいお土産をあげられ

コラム 食と農
ないか、考えてみるのも楽しいものです。野
菜の種を用意したり、野菜の花を小さな花束
にしてプレゼントする、というような素朴な
お土産も、きっと喜ばれることでしょう。
■農業の話をして、消費者と交流しましょう
　消費者は生産者ならではの情報を求めてい
ます。 野菜はどんなふうになったら食べごろ
か、漬け物やみそなど保存食作りの知恵など
を、 ぜひ参加者のお父さん、 お母さんにも教え
てあげましょう。また、自分たちが生産して
いる品目や栽培面積、 農畜産物を販売している
直売所の情報などを盛り込んだ「自己紹介カー
ド」を資料に入れると、 参加者とのつながりを
深めやすくなります。
■試食しながら、話しましょう
　料理ができあがったら、お楽しみの試食タ
イムです。料理を味わって参加者のおなかが
落ち着いたときこそみなさんのメッセージを
伝えるチャンスです。地域に根づいたおせち
料理の食文化のこと、農畜産物の話などを自
由に投げかけてみましょう。
（出典：食農教育のツボを押さえよう！　JAよい食親子・子ども
料理教室マニュアルより）

「みんなのよい食プロジェクト」を展開中！
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体
長
は
50
㎝
前
後
、
翼
を
開
く
と
1
ｍ
以
上
に

な
る
。
羽
角
の
あ
る
種
を
ミ
ミ
ズ
ク
と
呼
ん
で
、

フ
ク
ロ
ウ
と
は
区
別
し
て
い
る
。
食
性
は
肉
食

性
で
、
ネ
ズ
ミ
等
の
小
型
の
哺
乳
類
や
他
の
鳥

類
・
昆
虫
を
鋭
い
爪
で
捕
獲
す
る
。
両
目
が
、

頭
部
の
前
面
に
位
置
し
眼
窩
に
固
定
し
て
い
る

た
め
眼
球
を
動
か
せ
な
い
が
、
頭
を
１
８
０
度

以
上
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
遠
目
は
利

く
が
、
近
い
距
離
は
ハ
ッ
キ
リ
と
見
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
ま
た
、
多
く
の
種
が
夜
行
性
で
夜

目
が
利
き
、
聴
覚
が
大
変
す
ぐ
れ
、
ほ
と
ん
ど

音
を
立
て
ず
に
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

ふ
く
ろ
う
の　

む
く
む
く
氷
る　

支
度
か
な　
（
一
茶
）

●
盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や
周
辺
地
域
の
話
題
、

写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ
Ａ
本
・

支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ

ま
す
。

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

●
ふ
く
ろ
う
（
梟
）

　

フ
ク
ロ
ウ
目
フ
ク
ロ
ウ
科
の
鳥

あ
と
が
き

10481050180

詳しくは、お近くの JA（農協）へ
お問い合わせください。
■ホームページアドレス
　http://www.ja-kyosai.or.jp

サンキューふれあいキャンペーン実施中！　http://www.3qja.jp

食と環境保全の
ラジオ放送中！

　「熊本みどり・食・環境基金」は、熊本の
食と環境を守る目的で、TPP関連も併せ下
記により 1日に４回（各 20 秒間）のラジ
オ放送をしています。
・放送局：RKK ラジオ
・放送期間：平成 23 年 2 月中旬まで
・放送時間：（１回目）午前 7 時 40 分
　　　　　  （２回目）午前 10 時 50 分　
　　　　　  （３回目）午後 3 時
　　　　　  （４回目）午後 6 時頃

＊土日の放送時間は若干変更されます。

いまから始める「年金」で、

実りの多い人生を。
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